
1 射水市都市公園の長寿命化と安全・安心な公園づくり（防災・安全）(第2期）
令和3年度～令和7年度　　（5年間） 射水市

①災害発生時の避難地として指定している主要5公園の公園施設の改築・更新を行い、改築・更新した公園施設の割合を0%（R3)から23%（R7)に増加する。
②公園施設長寿命化計画に基づき、都市公園施設の更新を行い、更新した公園施設の割合を0%（R3)から20%（R7)に増加する。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R3 R4 R5 R6 R7 策定状況

合計 250 －

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7

合計

番号

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）
種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7

合計

番号

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7

合計

番号

射水市

R3当初 R5末 R7末

一体的に実施することにより期待される効果 備考

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円） 備考
（延長・面積等）

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
250百万円 Ｂ Ｃ全体事業費

令和3年3月19日

　　計画の成果目標（定量的指標）

社会資本総合整備計画
計画の名称
計画の期間 交付対象

20%

計画の目標

  地域防災計画において緊急避難地に指定されている開設面積が2.0haを超え、利用者の多い主要5公園及び2.0ha以下の128公園を計画対象とする。災害発生時に必要とされる多目的トイレや避難経路
となる園路等の公園施設の経年劣化対策や子どもらが安全に遊ぶ空間の確保は喫緊の課題である。
　これらの課題を解決するため、公園施設を主とする計画から防災機能強化を踏まえ、対策を必要とする緊急度の高い公園施設を加えた計画を作成する。また公園維持に係る費用の低減化、平準化を
図ることで実効性を持ち、かつ計画に基づき施設の老朽化対策（遊具を含む）を行うことで、災害時の避難者及び公園利用者の安全・安心を持続的に確保することを目的とする。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値

①公園施設長寿命化計画に基づき改築・更新した主要5公園の公園施設の割合
  ＝  （改築・更新済み公園施設） ／ （改築・更新対象公園施設）

②公園施設長寿命化計画に基づき改築・更新した133公園の公園施設（遊具等）の割合
  ＝  （改築・更新済み公園施設） ／ （改築・更新対象公園施設）

0% 23%

重点計画の該当

最終目標値

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

250百万円 Ａ

7%

% 6%

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

A12-001 公園 一般 射水市 直接 射水市 射水市都市公園安全・安心対策事業
長寿命化対策(公園施設等の改
築)

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）市町村名
事業内容

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

備考

備考

備考

備考

備考

250 策定済
長寿命化対
策（250百
万円）

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
港湾・地区

全体事業費
（百万円）

（延長・面積等）



交付金の執行状況
（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率が10％を超えて
いる場合その理由

不用額
未契約繰越＋不用率

翌年度繰越額
うち未契約繰越額

前年度からの繰越額
支払済額

計画別流用
交付額

配分額



(参考様式３)
計画名称
計画の期間 交付対象

射水市都市公園の長寿命化と安全・安心な公園づくり（防災・安全）(第2期）
射水市令和3年度～令和7年度（5年間）

A12-001 射水市公園施設長寿命化計画対策事業
（市内133公園）

大島北野河川公園

グリーンパークだいもん
歌の森運動公園

大島中央公園

足洗潟公園

DID地区（赤囲み）

主要5公園
市内2.0ha未満都市公園128箇所


